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コミュニケ NO.5 

       立哨役員・競技役員の皆様へ           2026.2.26 
集合時刻 
・絵画館前SF 地点にて8時00 分より受け付けを行い、携行品をお配りします。 
・8時30分より役員打ち合わせを行いますので、それまでに受付を終わらせて下さい。 
 役員打ち合わせが終わり次第、各ポジションにて、テント・フェンス等の設営を行なって頂きます。 
 
服装、携行・配布品 
・立哨員は学連ロゴ入り白ビブス着用、他のポジションはIDカード着用のこと、いずれも当日配布します。 
・立哨員以外の方は、ID カードホルダー（ハガキサイズ）はご自身でご持参ください。 
・ビブスは大会終了後、返却して下さい。IDカードの中身は返却不要です。 
・ビブスには防寒機能はありませんので、防寒具は各自でご用意願います。  
・ホイッスル、雨天時の雨具は各自でご用意願います。 
・ズボン、ビブスの中に着る衣類の色は特に指定しません。 
・大会プログラム等、A4サイズの書類が配布されます。サコッシュ等を持参して収納してください。 
・学連マーク入りの帽子をすでにお持ちの方はご持参ください。 
 

任務について 
・一般観客と選手の接触事故等を防止し、怪我人なく円滑に大会を実施することが重要な任務です。 
・レース中はコースに背を向け観客側を向いて立って下さい。レース観戦をしてはなりません。 
・立哨役員としての自覚を持って行動し、座っての任務、ミュージックプレーヤーの使用、選手への応援・
写真撮影等はしないこと。 
・携帯電話は電源OFFまたはマナーモード、執務中は通話やメールは行わないこと。 
・コース内側施設（軟式野球場など）利用客の走路横断は、地図に記載された指定箇所をご案内して下さい。 
 その他の一般観客はコースの外側を歩くようにお願いをして下さい。 
・一般の歩行者が走路を横断する場合は、レース走行中・試走中の選手との接触事故が無いよう、 
 先導オートバイ（黄色のパトライト付き）通過後から最終オートバイ（青色のパトライト付き） 
 通過時までの間、走路の横断を禁止して下さい。 
・一般客に対しては、命令調の言葉遣いは禁物です。 お願い調の言葉遣いを使用してください。 例えば、 

「まもなく自転車レースが来ます、しばらく横断をお待ち下さい。」 
「最終走者通過までもうしばらくお待ち下さい。」 
「どうぞ横断してください。ご協力ありがとうございました。」 

・レース前と終了後にコース設営の準備、撤去作業を手伝って頂きます。各校提供のテントの設営時は、自
分の学校からの提供テントの設営を担当してください。 

 

事故後の安全措置 
・万が一、事故が起きてしまった場合、 

１. 事故現場に後ろから選手が追突しないよう、ホイッスルで告知 
２. ゾーンマネージャーに大声で連絡 
３. 頭部・頸部損傷可能性ある場合、むやみに選手を動かさない 
４. 選手集団後方にいる審判・ドクターと協力して収容 

 

レース終了後について 
・レース終了後はゾーンチーフの指示に従い撤去作業を手伝って頂きます。 
・各ゾーンの撤去作業（フェンス、お知らせ看板等）が済んだらSF 地点に移動し、 
 SF地点撤収作業にご参加下さい。 
・表彰式終了後、役員打合をSF地点で行ってから解散となります。 

 

各校から出て頂く、供出立哨役員に欠場があり、出走選手数に必要な立哨員数を下回った場合、実際に来て
いる立哨員数により参加可能な選手数を上回る選手の出走は認めません。必要な人数は必ず供出して下さ
い。遅刻して説明を聞かずに執務すると事故の原因になるので、絶対に遅刻しない事。遅刻者には金銭ペ
ナルティ（7,000円:UCIロード規則ペナルティ表8.1CHF50相当）を科します。 

大会当日のお問い合わせは大会本部携帯電話(090 2207 2369)まで 


